
原材料の原産地に関する
リスクアセスメント

FSC-STD-40-005 第3-0版

FSC管理木材調達のための要求事項



プレゼンテーション (約45分)

• 原材料の原産地に関するリスクアセスメントの概要

• リスクアセスメントの使用と作成に関する要求事項

• FSCによって作成されているリスクアセスメント

• リスクアセスメントプロセスの一般的方法

• 組織（認証取得者）によって実施・作成されるリスクアセスメント

質疑応答 (残りの時間)

議事



• FSC CoCに管理木材の概念が導入されて以来、そ
の規格（FSC-STD-40-005）の中心をなす要素。

• FSC-STD-40-005 第3-0版にはデューディリジェンス
システム（DDS）に関する要求事項が含まれている：

これは大きく情報収集、リスクアセスメント、そしてリス
ク低減の3つに分けられる。

• 原材料が許容できない供給源に由来するリスクを評
価する。

• 原材料の原産地に関するリスク
(5つの管理木材カテゴリーにおけるリスク)

• サプライチェーンに許容できない原材料が混
入するリスク

リスクアセスメントとは?



改定CW規格におけるリスクアセスメント

2. 情報収集

3. リスク
アセスメント

4. リスク
低減

1. デューディリジェンス
システムの実施と維持

パート1: デューディリジェンスシステム（DDS）

リスク低減
(リスク低減措置の構築・実施)

情報収集
原材料の原産地 & サプライチェーン

リスクアセスメント
原材料の原産地に関して & サプライ
チェーン内での混入に関して

低リスク、かつ混入なし

低リスクでない、または混入がある

リスクが低減された リスクが低減されていない

原材料を管理木材
として使用できる

原材料は管理木材と
して使用できない



原産地のリスクアセスメント

許容できない供給源に関する5つの管理木材カテゴリー

特定地域での伐採活動が以下のいずれかに該当するリスクの評価：

違法伐採
伝統的権利及び
人権の侵害

管理活動により高
い保護価値(HCV)
が脅かされている
森林からの伐採

人工林または森
林以外の土地利
用に転換されてい
る森林からの伐採

遺伝子組換え樹
木が植えられてい
る森林からの伐採

リスクアセスメントの成果物:

• 各地域のリスクレベルの判定結果
• リスクの存在が確認された場合は、リスクの詳細（性質に関する説明）



組織は、適用されるFSCリスクアセスメントを使用し、各管理木材カテゴリーに
ついて原材料の原産地に関するリスクを決定しなければならない。 (3.1項)

• 管理木材調達のために、FSCでは以前から各国のリスクアセスメントを作成し
ており、これからも作成をしていく。

• FSCリスクアセスメントの目標は、管理木材が調達されている国の大多数を
カバーすることである。

原産地に関するリスクアセスメントの

規格要求事項



組織は、FSC リスクアセスメントがFSC により承認された日から6 ヶ月以内に自
身のDDSを適合し、これを反映しなければならない。ただし延期の理由が認証機
関により承認された場合はこの限りではない。(3.2項)

• FSCリスクアセスメントの承認はFSC本部のニュースレター及びFSC本部の
ウェブサイトでアナウンスされ、認証機関及びFSCネットワークパートナーには
別途連絡がされる。
（これらの情報を受け、日本ではFSCジャパンのウェブサイト、審査機関を通じ
て認証取得者に連絡がされる見込み）

• リスクアセスメントは次のウェブサイト（ウェブページ）からダウンロード可能：
• FSCリスクアセスメントデータベース
• 世界森林レジストリー

延期に関するルールは認証機関向けの認定規格において示されている：
延期は1度のみ、最大2ヶ月間可能。組織の管理できる範囲を超えた事情がある
場合に可能。

原産地に関するリスクアセスメントの

規格要求事項



組織は、附則A の要求事項に従って自身のリスクアセスメントを実施してもよい。
組織は、供給地域及び/または新たな供給地域にも拡大して実施した自身のリスク
アセスメントについて、DDS においてリスク判定に用いる前に認証機関から承認
を得なければならない。 (3.3項)

組織によるリスクアセスメントには2種類ある – どちらを使用できるかは、対象国が
2017年末までのFSCリスクアセスメント承認予定国に含まれているかで決まる：

原産地に関するリスクアセスメントの

規格要求事項

FSCリスクアセスメントが2017年末までに承認され
る予定の国か：

組織は次のリスクアセスメントを実施できる：

はい 簡易リスクアセスメント、または
拡張リスクアセスメント

いいえ 拡張リスクアセスメント

簡易リスクアセスメント： 規格第2-1版による企業のリスクアセスメントと同じ。FSCリスクアセスメ
ントが承認されるまで実施可能（2017年末までにはFSCリスクアセスメトが承認される予定なので、
それ以降この選択肢はなくなる。）

拡張リスクアセスメント： 最新のリスクアセスメント要求事項に従う（FSCリスクアセスメントと同じ
要求事項）。FSCリスクアセスメントが承認されるまで実施可能。



どのリスクアセスメントを
使用/実施すればよいのか

承認されたFSCリスクアセス
メントが存在するか

リスクアセスメント
データベースで確
認可能

はい いいえ

FSCリスクアセスメント
(承認日から6ヶ月以内

に使用開始)

2017年12月31日までにFSCリスク
アセスメントが完了する予定か

FSCリスクアセス

メントスケジュー
ルの確認

拡張リスクアセスメント

はい いいえ

簡易リスクアセスメント
(2017年末まで可能)

または
拡張リスクアセスメント



FSCリスクアセスメントデータベース（ウェブページ）

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-

risk-assessments/fsc-risk-assessment-database

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/fsc-risk-assessment-database


FSCリスクアセスメントデータベース（ウェブページ）



FSCリスクアセスメントスケジュール

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-

areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-

assessments/centralized-national-risk-

assessment-for-controlled-wood

この欄で、FSC-STD-40-005

第3-0版が公開された時の
FSCリスクアセスメント完了予
定日を確認

http://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/centralized-national-risk-assessment-for-controlled-wood


FSCリスクアセスメント –優先国 (1/2)

承認済みFSCリスクアセスメントが存在するか

はい

これらの国から管理木材を調達するために組織は
何をしなければならないか

• 現在承認されているナショナルリスクアセスメント
（旧NRA）を使用する。

• 2017年末までに新しいFSCリスクアセスメント
（CNRA、新NRA）が承認される予定。承認日か
ら6ヶ月以内に承認された新しいFSCリスクアセス
メントを反映するよう自身のDDSを見直す。

該当する国

すでにナショナルリスクアセスメト
（NRA）が存在するすべての国:

アルゼンチン
オーストラリア
ベルギー
ブラジル
ブルガリア
チリ
チェコ
デンマーク
ドイツ
イタリア

日本
ニュージーランド
ポーランド
ポルトガル
ルーマニア
ロシア
スペイン
スイス
イギリス
ウクライナ



承認済みFSCリスクアセスメント
が存在するか

いいえ

2017年末までにFSCリスクアセス
メントが完了する予定か

はい

組織は何をしなければならないか

簡易リスクアセスメント（拡張リスク
アセスメントも可能）の実施

2017年末までにFSCリスクアセス

メントが承認される予定。承認日
から6ヶ月以内に承認されたFSC

リスクアセスメントを反映するよう
自身のDDSを見直す。

該当する国

FSCリスクアセスメントの優先国のうち、まだナショナル
リスクアセスメント（NRA）が存在しないすべての国:

オーストリア
ベラルーシ
ボリビア
カナダ
中国
コロンビア
エクアドル
エストニア
フィンランド
フランス
ジョージア

グアテマラ
ホンジュラス
インド
インドネシア
アイルランド
ラオス
ラトビア
リトアニア
マレーシア
メキシコ
ミャンマー

ノルウェー
パプアニューギニア
ペルー
韓国
スロバキア
南アフリカ
スワジランド
スウェーデン
トルコ
アメリカ
ベトナム

FSCリスクアセスメント –優先国 (2/2)



承認済みFSCリスクアセスメントが存在するか

いいえ

2017年末までにFSCリスクアセスメントが完了する予定か

いいえ

現時点では先のリストに記載されている53カ国の優先国以外の国についてFSCリスクアセ
スメントを作成する予定はない。

これらの国から管理木材を調達するために組織は何をしなければならないか
拡張リスクアセスメントの実施

FSCリスクアセスメント –優先国以外の国

該当する国

FSCリスクアセスメントの対象となっていないすべての国
(先2つのスライドのリストに含まれていない国)



FSCリスクアセスメント

• 認証取得者が自身で作成するリスクアセスメントによって発生する利害関係
の問題を解決するために導入された。

• 2014年までFSCリスクアセスメントはFSCネットワークパートナーだけが作成
していた。

セントラライズド・ナショナルリスクアセスメント（CNRA）プロジェクト
• 管理木材の調達地域として重要な国のFSCリスクアセスメント作成をスピード
アップするために2014年に導入された。

• FSCと契約をしたコンサルタント組織がリスクアセスメントを作成する。ネット
ワークパートナーの力量次第で、国ごとの適応が可能。

規準文書
• すでに承認済みの以前のFSCリスクアセスメントはFSC-STD-40-005 第2-1

版に基づいて作成された。
• これから作成されるFSCリスクアセスメントはFSC-PRO-60-002a 「FSC ナ
ショナルリスクアセスメントの枠組み」に基づいて作成される。



FSCリスクアセスメントの作成

FSCと契約をしたコンサルタント組織がリスクアセスメントを実施

国ごとにどのシナリオでFSCリスクアセスメントが作成されているのか調べる方法は?

FSCリスクアセスメントデータベースを確認

NRA –社会、環境、経済バ
ランスのとれた国ごとのワー
キンググループが引き継ぐ。
利害関係者へのコンサル
テーションは国内向けに実

施する。

CNRA –ネットワークパート
ナーの関与はない。利害関
係者へのコンサルテーション
は世界規模のみで実施する。

CNRA –ネットワークパート
ナーが、国内利害関係者へ
のコンサルテーションをサ
ポートしながら、CNRAの作

成を手助けする。

成果物： 認証取得者が使用するFSCリスクアセスメント
（シナリオ1ではNRA、シナリオ2と3ではCNRA）

OR OR

FSCリスクアセスメントの作成プロセスは、国ごとのネットワークパートナーの力量に応じて、
以下の3つのシナリオのいずれかに従う。

https://ic.fsc.org/en/our-impact/program-areas/controlled-wood-01/controlled-wood-risk-assessments/fsc-risk-assessment-database


FSCリスクアセスメントの使用 (原産地に関して)

• FSC-PRO-60-002 第3-0版に従ってFSCネットワー
クパートナーが作成し、承認されたナショナルリスク
アセスメント (1つ目のシナリオ)

NRA

• FSC本部主導で作成されたセントラライズド・ナショナ
ルリスクアセスメント (2つ目と3つ目のシナリオ)

CNRA

• 以前の要求事項に従って作成、承認されたナショナ
ルリスクアセスメント

• 2017年12月31日までに改定されなければならない。

旧NRA

FSCリスクアセスメントデータベースでは次のことが調べられる：
• どのリスクアセスメントが存在するか (承認前か、承認済みか)

• 管理木材規格第2-1版、第3-0版に従って、どのリスクアセスメントが使
用されるべきか

FSC

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
優
先
順
位



情報収集

リスク判定が同じ規模
（まとまり）を決定
（例：本州）

リスク判定

リスクアセスメントの方法

リスクレベルとリスク
の性質を特定及び

説明する

対象の地理的な範囲
を決定する（例：国）



リスクアセスメントの地理的な範囲とは?

• 明確に定義されたものでなければならない。

• FSCリスクアセスメントにおいては通常ひとつの「国」である。

• 組織によるリスクアセスメント（簡易リスクアセスメントまたは拡張リスクアセスメ
ント）では「供給地域」であることが多い。

地理的な範囲の決定



リスクアセスメント指標と閾値に基づいて情報を収集する。

情報収集

リスクアセスメント指標はどこに記載されている?

リスクアセスメントに関する要求
事項には、情報の使用と情報源
に関する要求事項及びガイダン

スが含まれている

情報は関連性があり、信頼できるものでなければならない。

世界森林レジストリーForest Registry 使用が求められている。

FSCリスクアセス
メント

& 
拡張リスクアセス

メント

簡易リスクアセス
メント

FSC-PRO-60-002a 「FSCナショ
ナルリスクアセスメントの枠組み」
に指標と閾値が含まれている。

改定CW規格の附則Aに指標が
含まれている。

http://www.globalforestregistry.org/


リスク判定が同じ規模（まとまり）の決定

リスクアセスメント対象地域のリスクが全域で同じではなく、リスクレベルやリスクの
性質が地域ごとに異なることが明らかになった場合、リスク判定が同じであるより細
かい地域を定義しなければならない（より細くわけられたそれぞれの地域は同じリス
ク判定となる）。
この際には2種類の区分（まとまり）を使用できる：
• 地理的な区分 –例：本州、都道府県、流域
• 機能的な区分（地理的ではない区分け） –例：森林所有者（国有林）、森林タイプ
（人工林）、森林管理方法（自伐林家の択伐）など

リスクアセスメント過程（情報収集、リスク判定）では常に、
これらの規模の定義を検討する必要がある。



• リスクアセスメントの対象区画ごとにリスクが判定され、リスクアセスメント指標
ごとに説明されなければならない。

• リスク判定と説明は、収集された情報と用意されている閾値に基づかなければ
ならない。

リスク判定結果

• リスク判定は客観的に正当化できなければならない。
• 予防原則が求められる：低リスクと判定するためには根拠が必ず必要。
• すべての指標（閾値）に関して低リスクの場合に、その地域は低リスクである。

特定リスク判定の際には、リスク詳細（性質）の説明が、
その後のリスク低減における土台となる。

リスク判定

• 低リスク

• 特定リスク

2015年以降のFSCリスクアセスメント及び
組織による拡張リスクアセスメント

• 低リスク

• 未特定リスク

旧ナショナルリスクアセスメント及び
組織による簡易リスクアセスメント



管理木材カテゴリー 1: 違法に伐採された木材
指標 1.1 土地の保有権と管理権

リスクアセスメントの例: オーストリア (CNRA)

情報収集

適用される法律や規制、法的権限、
法律で求められる文書及び記録

適用される法律の執行に関する制
度や仕組みの機能を示す情報源

国の一般的なガバナンスレベル、
法の執行状況を示す情報源

リスク判定が同じ規模: 
国 (国全域でリスク同じで
あると考えられる)

リスク判定: 低リスク

森林境界外での伐採の報告は見つからな
かった、境界付近での伐採に関する規制
の存在、国の一般的な法の執行状況、土
地の管理権と保有権の規定及び尊重

地理的な範囲: 国



リスクアセスメントの例: 南アフリカ (CNRA)

管理木材カテゴリー 3: 管理活動により高い保護価値(HCV)が脅かされている森林からの木材

情報収集: 多数使用された –
使用された文書は分析表に記

載されている。

リスク判定が同じ規模: 

地理的: 第4級集水地域(南ア
フリカの森林管理者は誰でも

把握している)

機能的: 自然林、侵略性のな
い樹種の人工林、侵略性のあ
るアカシアとユーカリの人工林、
侵略性のあるマツの人工林

リスク判定: それぞれの地
理的及び機能的な規模ごと
に低リスクまたは特定リスク

地理的な範囲: 国



• 組織は、リスクアセスメントを自身の認証機関を除く、評価対象の管理木材カテ
ゴリーに関する専門性を持つ外部団体へ委託してもよい。(1.3項)

• 組織は、自身のリスクアセスメントを認証機関に提示しなければならない。 (1.4

項)

• 組織は、自身のリスクアセスメントの継続的な正確性と妥当性を検証するために
少なくとも年に1 度見直し、必要に応じて改訂をしなければならない。
見直しと改訂は認証機関の年次監査の前に行われなければならない。 (1.5項)

• 認証が一時停止になったFSC認証林からの管理木材調達は即時停止し、

一時停止の解除または個別のリスクアセスメントによって低リスクが証明
されるまでは、管理木材の調達を再開できない。(1.5.3項 & 1.5.4項)

（認証取得森林の自主的な認証返上の場合は上記には当てはまらない）

組織によるリスクアセスメントに関する

規格要求事項 (附則A)



• 副産物について、次の条件を満たす場合、欧州連合に所在する組織は自身の
リスクアセスメントの管理木材カテゴリー1 に関して、欧州連合の他の国を低リス
クに分類できる：

• EU副産物の由来する丸太が欧州連合内で伐採されている。

• EU副産物は欧州連合内に所在する供給者により生産及び供給されている。

• 副産物の供給者が、欧州木材規制及び本規格セクション2 で求められてい
るすべての必要情報を提供している。

• 副産物を調達し、本要求事項を適用する組織がFSC ファイバーテストプロ
グラムへの参加に文書で同意している

(1.2項) 

組織によるリスクアセスメントに関する

規格要求事項 (附則A)



• オンラインセミナーは録画されています –後に録画されたオンラインセミナーの
視聴ページ、セミナーで使用された資料のダウンロードリンクをFSCジャパンの
ウェブサイトを通じてお知らせいたします。

• 質疑応答に移ります。質問がある場合はコントロールパネルを用いて入力し、送
信して下さい。

• オンラインセミナーに関するご意見やご質問は冨村までお送り下さい。
（ctomimura@forsta.or.jp）

FSC本部による今後のオンラインセミナー実施予定:

参加登録方法は追ってFSCジャパンウェブサイトで通知します。

まとめ

Topic Dates

デューディリジェンス及び
サプライチェーン

2016年4月13日、14日

リスク低減 2016年5月11日、12日
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